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　第37回通常総代会を、平成26年３月26日に総代定数73名中62名の出席のもと開催し、平成26
年度の事業計画及び当初予算案等について審議し、議案第１号から議案第14号までの全14議案が
原案のとおり可決されました。

議　長　　　大蔵村合海地区　　信田一郎総代

議案第１号　平成26年度新庄土地改良区事業計画（案）について

議案第２号　平成26年度一般会計収入支出予算（案）について

議案第３号　平成26年度上野地区特別会計収入支出予算（案）について

議案第４号　平成26年度職員退職給与積立金特別会計収入支出予算（案）について

議案第５号　平成26年度地区除外決済金特別会計収入支出予算（案）について

議案第６号　平成26年度新規加入金積立金特別会計収入支出予算（案）について

議案第７号　平成26年度基金積立金特別会計収入支出予算（案）について

議案第８号　平成26年度維持管理費基金積立金特別会計収入支出予算（案）について

議案第９号　平成26年度区分地上権設定特別会計収入支出予算（案）について

議案第10号　平成26年度役員退任慰労金積立金特別会計収入支出予算（案）について

議案第11号　平成26年度賦課金及び徴収方法（案）について

議案第12号　平成26年度地区除外決済金及び徴収方法（案）について

議案第13号　平成26年度新規加入地区に対する加入金額の決定（案）について

議案第14号　平成26年度土地改良事業実施に伴う長期借入金について（案）

　平成26年度臨時総代会を、平成26年９月25日に総代定数73名中61名の出席のもと開催し、平
成25年度の事業報告・決算報告・財産目録、平成26年度補正予算案等について審議し、議案第１
号から議案第５号まで、全５議案が原案のとおり可決されました。

議　長　　　泉田地区　丹茂総代

議案第１号　平成25年度事業報告書並びに一般会計・特別会計収入支出決算書及び財産目録について
議案第２号　平成26年度一般会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第３号　平成26年度上野地区特別会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第４号　平成26年度基金積立金特別会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第５号　平成26年度賦課金の変更（案）について

　区報の発刊にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。
　組合員の皆様には、日頃より当改良区の運営、事業の推進につきまして、ご支援を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　近年は冬の豪雪、５月から７月にかけての好天少雨、夏のゲリラ豪雨等、地球温暖化の要因と思われる異
常気象が続いております。また、今年度は米価の大幅な下落、電力料金や資材高騰による生産コストの増等、
稲作中心の新庄地域の農業経営にとって、益々厳しい状況になっております。
　特に電力料金は、一昨年に比べ用水使用量がほぼ同じにもかかわらず５割増と深刻な状況になっておりま
す。現在は原油価格の下落により、電力料金の高騰に歯止めがかかりそうな気配がありますが、いずれにし
ても大きな負担になると推測されます。
　このような中、改良区といたしましても維持管理事業費の確保、徹底した経費節減等、最善の策を尽くし
てまいりますが、組合員の皆様におかれましても、この状況をご理解の上、尚一層節水のご協力をお願い申
し上げます。
　ここで、改良区の現状と事業の取り組みについて述べたいと思います。
　一点目は、上野地区経営体育成基盤整備事業でございます。
　今年度は、暗渠排水工事や確定測量を実施し、来年度は完了整備工事と換地処分を行い、いよいよ完了の
予定でございます。
　二点目は、堤沢地区県営ため池等整備事業でございます。
　今年度は、堤体工や斜樋等の主要工事が完了し、来春には試験湛水を行う予定となっております。貴重な
水源のひとつであり、管理マニュアルを新たに整備し、効率的かつ適正な運用を図ってまいりたいと考えて
おります。
　三点目として、今後の施設更新事業についてでございます。
　国営新庄農業水利事業の更新事業につきましては、今年度より全額国庫補助の地域整備方向検討調査を実
施しておりますが、来年度も引き続き必要な調査を進めてまいります。
　四点目として、小水力発電の取り組みについてでございます。
　今年度は国営第１号幹線用水路を利用した小水力発電の圧力値計測を行った結果、調査設計の机上の計算
数値より効率的な発電ができることがわかりました。平成28年度の事業着工に向けて、関係機関との協議を
加速してまいりたいと考えております。
　五点目として、新規ほ場整備事業地区の調査設計についてでございます。
　来年度より、高壇地区と鶴の子地区の２箇所について、平成３０年度の事業着工を目指して調査設計事業
を進めてまいります。
　最後になりますが、ＴＰＰへの対応、４年後の生産調整の廃止等激変する農業情勢の中で地域農業が生き
残っていくためには、水田フル活用等の経営所得安定対策の見直し政策、日本型直接支払、農地中間管理事
業等を関係機関と連携しながら有効に活用していくことが求められております。総代の皆様のお力をお借り
しながら、役職員一丸となって、課題克服に努力してまいりますので、組合員の皆様におかれましても、一
層のご理解とご支援をお願い申し上げます。本年も穏やかで稔り多き年となりますよう、また皆様のご健勝
をご祈念申し上げ、ご挨拶といたします。

理 事 長 あ い さ つ
新庄土地改良区
理事長　佐　藤　喜代志

総　代　会　の　審　議　報　告

第37回通常総代会の内容

平成26年度臨時総代会の内容
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